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3.1　地震資料（主な地震の震源要素）*

熊本地震発生から 2017 年 4 月 30 日までに震源

域周辺で発生した，M5.0 以上もしくは最大震度

5 弱以上の地震の震央分布を，第 3.1.1 図に示す．

第 3.1.1 表には，第 3.1.1 図に示した地震（計 26 個）

の震源要素を示す．

*　地震火山部地震予知情報課　小松 陽子

第 3章　各種資料

第 3.1.1 図　熊本地震震源周辺で発生した地震の震央分布図（M5.0 以上もしくは最大震度 5 弱以上）
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第 3.1.1 表　震源要素 （M5.0 以上もしくは最大震度 5 弱以上，2016/4/14 ～ 2017/4/30）
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3.2　地震資料（主な地震の検測値）*

熊本地震発生から 2017 年 4 月 30 日までに発生

した M5.9 以上の地震，及び 2016 年 4 月 16 日に

*　地震火山部地震予知情報課　小松 陽子

第 3.2.1 表　主な地震の検測値
 

              2016Y  4M 14D 21H 26M 34.43S +/-0.05 NW KUMAMOTO PREF         R=(7,269) MAXI=7 

              LAT=32 44.50N +/-0.13 LONG=130 48.52E +/-0.18 DEPTH= 11KM +/-0.90 MAG1=6.5D MAG2=6.2W 

REMARK:  THE FORESHOCK OF "THE 2016 KUMAMOTO EARTHQUAKE", 8 PEOPLE KILLED AT MASHIKI TOWN, ONE PERSON   

         KILLED AT KUMAMOTO CITY.                                                                       

 

STATION  PHA  TIME        RES   PHA  TIME     RES   N-S AMP    E-W AMP    U-D AMP          DELTA   AZM    MAG  MRES 

N.MSIH   IP   21 26 36.61  -0.1                      O.S.       O.S.       O.S.                6.2   9.7 

N.TYNH   IP   21 26 37.50   0.0                      O.S.       O.S.                          13.0 204.0 

KU.KMP   IP   21 26 38.38   0.0                                            O.S.               19.5 296.5 

大分県で発生した M5.7 の地震の検測値を第 3.2.1
表に掲載する．



気象庁技術報告　第 135 号　2018 年

－ 186 －

第 3.2.1 表　続き

 

 

STATION  PHA  TIME        RES   PHA  TIME     RES   N-S AMP    E-W AMP    U-D AMP          DELTA   AZM    MAG  MRES 

AKAIKE   M    21 26                                  1862  3.8  1766  4.9            *       108.0 359.2  6.4D -0.1 

KUNIMI   M    21 26                                  3159  3.8  2215  5.7            *       121.7  35.3  6.6D  0.1 

NICHIN   M    21 26                                  2010  7.3  1455  1.9            *       131.1 155.8 

SUZUYA   M    21 26                                  1256  3.9  2066  6.5            *       140.7 193.9 

NARU     M    21 26                                  2051  3.0  1527  6.2            *       141.2 162.0 

IKI      P    21 26 59.16  -0.5                                                              154.4 319.7 

IKI      M    21 26                                  2192  2.2  2372  2.6            *       154.4 319.7  6.7D  0.2 

KOSHIK   P    21 26 58.63  -1.3                                                              156.4 221.6 
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第 3.2.1 表　続き

 

 

STATION  PHA  TIME        RES   PHA  TIME     RES   N-S AMP    E-W AMP    U-D AMP          DELTA   AZM    MAG  MRES 

OKI2     M    21 27                                   198  6.9   440 11.5            *       452.9  29.0 

MIKI     M    21 27                                   507  6.2   251  8.3            *       454.9  58.6 

TANABE   P    21 27 37.95  -1.7                                                              462.9  73.7 

KOUYA    M    21 27                                   342  4.5   329  5.2            *       473.6  68.4  6.6D  0.1 

KASUMI   P    21 27 41.24  -0.0                                                              475.3  47.3 

KASUMI   M    21 27                                   516  7.1   390  7.0            *       475.3  47.3 

AMAMI    P    21 27 44.20   0.7                                                              493.3 193.9 

AMAMI    M    21 27                                    68  5.0   119  9.6            *       493.3 193.9 

HEGURI   M    21 27                                   224  7.9   266  7.2            *       499.1  63.5 
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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第 3.2.1 表　続き
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3.3　地震資料（発震機構解）*

2016 年 4 月 14 日から 2017 年 4 月 30 日までの

M3.5 以上の地震のうち，発震機構解（P 波初動

解）が決まった地震について，その分布と型の特

徴を示す三角ダイアグラム，軸の方位角分布を第

3.3.1 図に示す．

また，M5.0 以上の地震，または震度 5 弱以上

*　地震火山部地震予知情報課　発震機構係

第 3.3.1 図　2016 年 4 月 14 日～ 2017 年４月 30 日の地震の発震機構解（P 波初動解）（M ≧ 3.5，深さ≦ 20km）

上段：発震機構解の分布．中段，下段の三角ダイアグラムに記した断層型別の色分けで示す．茶色の線は地震調 
 査委員会の長期評価による活断層の地表トレースを表す．

中段，下段：上段図領域 a，b 内における発震機構解の Frohlich（2001）の分類による三角ダイアグラム及び圧力軸 
 （P），張力軸（T），中立軸（N）の方位角分布．方位角分布の中心からの距離（0 ～ 1.0）は，最大数を 
 1.0 とした方位角別の数の割合を示す．

を観測した地震のうち，発震機構解（P 波初動解）

が求まった地震については第 3.3.2 図に，発震機

構解（CMT 解；Centroid Moment Tensor 解）が決

まった地震については第 3.3.3 図に詳細を示す．

なお，発震機構解（CMT 解）の解析には，気象

庁及び国立研究開発法人防災科学技術研究所の広

帯域地震計の波形データを用いた．
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第 3.3.2 図　P 波初動分布から決めた発震機構解（下半球投影）

【注】

P 波初動解は，震源を中心とした小さい球面（震源球）を考え，震源から放出された地震波の初動の押し引き

分布を球面上に示したものである．押し引き分布の 2 つの境界面（節面）のうちのどちらかが断層面を表す．下

半球投影とは，球の上半球上の点を震源（中心）に対する下半球上の対称点に移すことによって球全体を下半球

に投影したもので，投影面内の塗りつぶした領域は押し波の領域，白地の部分は引き波の領域を表す．震源球の

上段には，震源時，震央地名，震源の緯度・経度・深さ，マグニチュードを記している．また，下段には，節面

（NP1，NP2）の走向（STR），傾斜角（DIP），すべり角（SLIP）に加え，圧力軸（P），張力軸（T），中立軸（N）

それぞれの方位角（AZM），傾斜角（PLG），解析に使用した観測点数（左下の N），解の精度を表す値（SCORE）
の値を記している．
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第 3.3.3 図　CMT 解（下半球投影）
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第 3.3.3 図　続き



気象庁技術報告　第 135 号　2018 年

－ 208 －

第 3.3.3 図　続き
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第 3.3.3 図　続き

【注】

P 波初動解が震源（破壊開始点）における断層運動の様相を表すのに対し，CMT 解は断層破壊全体を 1 点で

代表させたときの断層運動の様相を表現したものである．震源球の上段には，震源時，震央地名，震源の緯度・

経度・深さを記している．また，下段には，セントロイドの位置（緯度，経度，深さ），震源時を基準としたセ

ントロイド時刻の差（Δ t），地震モーメント（Mo），モーメントマグニチュード（Mw），気象庁マグニチュード

（Mj），モーメントテンソル成分（mrr，mtt，mff，mrt，mrf，mtf，（r，t，f）は極座標（r，θ，φ）を意味する），

節面（NP1，NP2）の走向（STR），傾斜角（DIP），すべり角（SLIP）に加え，圧力軸（P-axis），張力軸（T-axis），
中立軸（N-axis），それぞれのモーメントテンソル成分（MOM），方位角（AZM），傾斜角（PLG），さらにバリ

アンスリダクション（V.R.：観測波形と理論波形の一致度），非ダブルカップル成分比（ε），解析に使用した観

測点数（N），使用した波形成分数（COMP）の値を記している．
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3.4　主な地震の震度・加速度

3.4.1　震度と加速度 *

熊本地震の発生から，2017 年 8 月 31 日までに

余震域内で発生した震度 1 以上を観測した地震

は，合計 4,383 回（本震含む）であった（第 3.4.1 表）．

そのうち，一連の地震活動域内で震度 5 弱以上

を観測した地震は本震を含め 25 回であった（第

*　地震火山部地震津波監視課　震度情報係

第 3.4.1 表　熊本地震の余震域内で震度 1 以上を観測した地震の最大震度別回数表（日別）

2016 年 4 月 14 日 21 時～ 2017 年 8 月 31 日（本震を回数に含む．2017 年 8 月 31 日現在．）

3.4.2 表）．また，4 月 14 日 21 時 26 分の地震（M6.5）
と 4 月 16 日 01 時 25 分の地震（M7.3）の各観測

点の震度と加速度の表を第 3.4.3 表と第 3.4.4 表に

掲載する．ただし，震度 5 弱以上を観測した観測

点のみを掲載し，震度 1 以上を観測した表は付録

に収録した． 
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第 3.4.1 表　続き
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第 3.4.1 表　続き
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第 3.4.1 表　続き
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第 3.4.1 表　続き
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第 3.4.1 表　続き
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第 3.4.1 表　続き
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第 3.4.1 表　続き
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第 3.4.1 表　続き
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第 3.4.2 表　熊本地震の余震域内で最大震度 5 弱以上を観測した地震

2016 年 4 月 14 日 21 時～ 2017 年８月 31 日（本震を含む）

※ 16 日 01 時 25 分の M7.3 の地震の発生直後に大分県中部を震源とする M5.7（参考値）の地震が発生しており，

　M7.3 の地震の震度分布には大分県中部の M5.7 の地震による揺れも含まれる．
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第 3.4.3 表　4 月 14 日 21 時 26 分（Ｍ 6.5，最大震度 7）の計測震度と最大加速度

＊印は地方公共団体または国立研究開発法人防災科学技術研究所の震度観測点を示す．以下，同様 .
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第 3.4.4 表　4 月 16 日 01 時 25 分（Ｍ 7.3，最大震度 7）の計測震度と最大加速度
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第 3.4.4 表　続き
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第 3.4.4 表　続き
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第 3.4.4 表　続き
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3.4.2　長周期地震動 *

平成 28 年（2016 年）熊本地震の一連の地震活

動で最大の長周期地震動階級が 3 以上となった地

震（① 4 月 14 日 21 時 26 分熊本県熊本地方の地

震（M6.5），② 4 月 15 日 00 時 03 分熊本県熊本

地方の地震（M6.4），③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊

本県熊本地方の地震（M7.3））について，長周期

地震動階級観測 1 以上が観測された観測点の一覧

や，主な観測点の地震波形等をまとめたものであ

る．第 3.4.1 図には，地震波形等を掲載した観測

点を示す．

*　地震火山部地震津波監視課　強震解析係

第 3.4.1 図　地震波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトルを掲載した観測点の位置

吹き出し内には，観測点名と各地震で観測された長周期地震動階級，震度を示す．下線は，今回，地震波形

等を掲載した地震を表す．なお，長周期地震動階級が「－」となっているものは，長周期地震動階級が 1 に達

していないことを示し，震度階級が「－」となっているものは震度が発表されなかったことを示す．
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第 3.4.5 表　① 4 月 14 日 21 時 26 分熊本県熊本地方の地震（M6.5）で長周期地震動階級 1 以上が

観測された地域・地点
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第 3.4.2 図　① 4 月 14 日 21 時 26 分熊本県熊本地方の地震（M6.5）
宇城市松橋町で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル（加速度波形，速

度波形は 21 時 26 分 20 秒から 1 分間を示している）

第 3.4.2 図～第 3.4.11 図の説明

①観測点名，地域名称，地震波形の観測時間，観測点における震度，観測点における長周期地震動階級，観測

点における周期区分別の長周期地震動階級データの最大値．周期区分は，周期 1.6 秒～周期 1.8 秒を 1 秒台，

周期 2.0 秒～周期 2.8 秒を 2 秒台，周期 3.0 秒～周期 3.8 秒を 3 秒台，周期 4.0 秒～周期 4.8 秒を 4 秒台，周

期 5.0 秒～周期 5.8 秒を 5 秒台，周期 6.0 秒～周期 6.8 秒を 6 秒台，周期 7.0 秒～周期 7.8 秒を 7 秒台と表示

している．長周期地震動階級に関する詳細は，地震・火山月報（防災編）平成 27 年 12 月号「付録５．長周

期地震動階級関連解説表」を参照．

②絶対速度応答スペクトルグラフ．横軸は周期（秒），縦軸は速度応答値（単位は cm/sec）で，NS（赤），EW
（緑），UD（青）の 3 成分及び水平動合成（黒）について表示した．減衰定数 5％はビルの設計に一般的に

用いられている値である．

③絶対加速度応答スペクトルグラフ．横軸は周期（秒），縦軸は加速度応答値（単位は cm/sec/sec）で，NS（赤），

EW（緑），UD（青）の 3 成分及び水平動合成（黒）について表示した．減衰定数は 5％としている．

④加速度波形表示．成分は，上から南北成分（NS），東西成分（EW），上下成分（UD）である 3 成分とも同

じ縮尺で示す．

⑤速度波形表示．表示は④と同じ．
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第 3.4.3 図　① 4 月 14 日 21 時 26 分熊本県熊本地方の地震（M6.5）
熊本西区春日で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル（加速度波形，速

度波形は 21 時 26 分 20 秒から 1 分間を示している）
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第 3.4.6 表　② 4 月 15 日 00 時 03 分熊本県熊本地方の地震（M6.4）で長周期地震動

階級 1 以上が観測された地域・地点
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第 3.4.4 図　② 4 月 15 日 00 時 03 分熊本県熊本地方の地震（M6.4）
宇城市松橋町で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル

（加速度波形，度波形は 00 時 03 分 40 秒から 1 分間を示している）
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第 3.4.7 表　③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊本県熊本地方の地震（M7.3）で長周期地震動

階級 1 以上が観測された地域・地点
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第 3.4.7 表　続き
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第 3.4.7 表　続き

第 3.4.5 図　③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊本県熊本地方の地震（M7.3）
宇城市松橋町で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル

（加速度波形，速度波形は 01 時 24 分 50 秒から 1 分間を示している）
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第 3.4.6 図　③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊本県熊本地方の地震（M7.3）
熊本西区春日で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル

（加速度波形，速度波形は 01 時 24 分 50 秒から 1 分間を示している）

第 3.4.7 図　③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊本県熊本地方の地震（M7.3）
南阿蘇村中松で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル

（加速度波形，速度波形は 01 時 25 分 00 秒から 1 分間を示している）
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第 3.4.8 図　③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊本県熊本地方の地震（M7.3）
大分市長浜で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル

（加速度波形，速度波形は 01 時 25 分 10 秒から 3 分間を示している）

第 3.4.9 図　③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊本県熊本地方の地震（M7.3）
関西国際空港で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル
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第 3.4.10 図　③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊本県熊本地方の地震（M7.3）
東京国際空港で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル

第 3.4.11　③ 4 月 16 日 01 時 25 分熊本県熊本地方の地震（M7.3）
千葉美浜区ひび野で観測された波形，絶対速度応答スペクトル及び絶対加速度応答スペクトル
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3.5　地震資料（STS-2 広帯域地震計）*

気象庁の STS-2 型地震計の観測網（第 3.5.1 図）

により観測された熊本地震（2016 年 4 月 16 日，

M7.3）の 3 成分（南北 , 東西 , 上下）波形記録と，

震央距離順に並べた上下成分の波形記録を，それ

ぞれ第 3.5.2 図～第 3.5.6 図，及び第 3.5.7 図に示

す（ただし京都和知 , 静岡相良及び南大東島池之

沢は波形異常のため掲載していない）．なお，大

*　地震火山部地震予知情報課　小松 陽子

第 3.5.1 図　STS-2 型地震計の観測点配置

★：熊本地震（2016 年 4 月 16 日 ,M7.3）の震央，●：波形記録を掲載している観測点，

○：波形異常のため波形記録を掲載していない観測点

分中津江，鹿児島錫山，対馬上県，高知物部，広

島西城，岐阜黒川は，振幅が大きいため振り切れ

ている．
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第 3.5.2 図　STS-2 型地震計による熊本地震（4 月 16 日， M7.3）発生時刻から 1,800 秒間の波形記録

図中の点線は JMA2001（上野ほか（2002））から計算した P，S 波の理論走時
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第 3.5.3 図　STS-2 型地震計による熊本地震（4 月 16 日，M7.3）発生時刻から 1,800 秒間の波形記録

図中の点線は JMA2001（上野ほか（2002））から計算した P，S 波の理論走時



気象庁技術報告　第 135 号　2018 年

－ 244 －

第 3.5.4 図　STS-2 型地震計による熊本地震（4 月 16 日，M7.3）発生時刻から 1,800 秒間の波形記録

図中の点線は JMA2001（上野ほか（2002））から計算した P，S 波の理論走時



気象庁技術報告　第 135 号　2018 年

－ 245 －

第 3.5.5 図　STS-2 型地震計による熊本地震（4 月 16 日，M7.3）発生時刻から 1,800 秒間の波形記録

図中の点線は JMA2001（上野ほか（2002））から計算した P，S 波の理論走時
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第 3.5.6 図　STS-2 型地震計による熊本地震（4 月 16 日，M7.3）発生時刻から 1,800 秒間の波形記録

図中の点線は JMA2001（上野ほか（2002））から計算した P，S 波の理論走時
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第 3.5.7 図　STS-2 型地震計による震央距離順に並べた波形記録（上下動）

実線と破線はそれぞれ JMA2001（上野ほか（2002））から計算した P，S 波の理論走時


